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研究成果の概要（和文）： 岡山大学病院で歯科臨床研修教育に導入している電子ポートフォリオに蓄積された
臨床記録のテキストデータを回収して，処置ごとに分類し，歯科臨床初心者が臨床で直面する問題に関してテキ
ストマイニング法で分析したところ，診療内容の「感想」には手技に関するキーワードが多く，今後の「課題」
では勉強，練習，復習等の学習に関するキーワードが多かった。彼らは臨床で技能的な未熟さを自覚し学習意欲
が増すと思われた。次いで，テキストデータを選別した後に洗練し，知識データとして集積した。これらの知識
データベースを使ってIT応用歯学臨床学習支援システムを試作したところ，本システムは研修歯科医から比較的
よい評価が得られた。

研究成果の概要（英文）：The text data of clinical records accumulated in the electronic portfolio 
system which we introduced into dental practice training education in Okayama University Hospital 
were collected and classified in every treatment. The clinical problems that dental practice 
beginners faced were analyzed using the text mining method. As a result, a lot of keywords related 
to dental procedures were listed in the item of "the impression" about contents of the treatment.  
On the other hand, there were many keywords related to the learning such as "study", "exercise" and
 "review" in the item of "the future task". Then, after sorting to reduce the quantity of the text 
data, they were refined and accumulated as knowledge data. An IT learning support system in clinical
 dentistry was produced experimentally using this knowledge database. When this system was 
evaluated, a relatively good evaluation was provided from trainee dentists.

研究分野：歯科医学教育学，歯科保存学
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１．研究開始当初の背景 
診療技能には，単なる技術スキルだけでな
く，スキルを行う上での知識も必要である。
単純な知識（学知）は講義聴講で皆が共有で
きるが，技能は自らが経験しノウハウを学び
上達していくもので，全員がそれを共有する
ことは容易でない。技能は，知識の活用法を
知ることであり，これは学知の上位にある
「知恵（実践知）」である。そこで，医療技
能に未熟な者が臨床経験を通して個人で学
習したノウハウ（知恵・実践知）を全員が共
有できれば，臨床教育の効率化がはかれ，学
習レベルをさらに大幅に向上させることが
できると考える。 
ところで，企業では社員各人の営業活動等
でのノウハウを全員で共有するため IT シス
テムがすでに応用されており，ナレッジマネ
ジメントと称される。これは，個人のもつ暗
黙知（主観的な知識）を形式知（客観的な知
識）に変換し，知識の共有化・明確化を図っ
て仕事を効率化する手法である。そこで，こ
のナレッジマネジメントシステムを歯学臨
床教育で活用することを発想した。 
岡山大学病院においては平成 18 年度より
歯科臨床研修教育に電子ポートフォリオを
応用し，イントラネット上のコンピューター
に研修歯科医が診療後にその内容や困難で
あった点などを記載した「感想」と今後の自
分が行うべき「課題」を入力し，それに対し
て指導歯科医が個々に適切なアドバイスを
返すという方法で教育を行ってきた。彼らが
記録した内容（テキストデータ）はすでに莫
大な量となっており，これらは個人の研修歯
科医が臨床で得た，あるいは教えられた経験
知識ではあるが，集積して内容を解析，分類，
整理すれば臨床エビデンスとして全員が共
有可能なナレッジデータとなり，臨床教育・
学習に活用できるものと考える。 

 
２．研究の目的 
我々が歯科臨床研修教育において導入し
ている電子ポートフォリオに蓄積された臨
床記録のテキストデータを集積・分類・整理
し，歯科臨床初心者が臨床で突き当たる問題
等を分析，分類して，ナレッジデータとして
データベース化し，イントラネット上のポー
タルサイトで全員が随時閲覧できるように
し，個人の知（暗黙知）を全体の知（集合知）
として活用できるようにする IT 応用歯学臨
床学習支援システムを開発・試作することを
目的として本研究を行った。 
 
３．研究の方法 
(1)電子ポートフォリオのテキストデータの
処置内容分類 
過去に研修歯科医が入力した電子ポート
フォリオのデータを回収し，処置内容別に分
類した。すなわち，保存修復，歯内療法，歯
周治療，クラウン・ブリッジ補綴，可撤性義
歯補綴，その他に分類した。さらに，詳細な

治療内容で細分化して整理した。なお，その
他は分類から除外した。処置を保存，補綴処
置に限定した理由は，岡山大学病院では総合
歯科診療室での診療研修内容を電子ポート
フォリオに入力させているが，本院では矯正
歯科，小児歯科や口腔外科の処置は専門診療
室で主に行うため，この電子ポートフォリオ
のデータは歯科保存治療，補綴治療にほぼ限
定されるためである。 
 
(2)テキストデータのテキストマイニング 
研修歯科医が記載した感想と彼らが考え
ている今後の課題は，自由記載の非定型文章
（自由文）であるため，これらのテキストデ
ータをテキストマイニング手法で詳細に分
析した。すなわち，上記(1)で治療内容毎に
細分化して整理したデータの各群で，テキス
トマイニングソフト（WordMiner，日本電子
計算社製)を用いてキーワード分析を行った。 
 
(3)テキストデータ内容の監査，吟味と抽出 
 処置別に分けたテキストデータ量は膨大
なため，これらをすべてナレッジデータベー
スとすると研修歯科医が得たい情報も膨大
で，使い難いものになる。従って，上記の(2)
のテキストマイニング結果を参考に，各分野
を専門とする指導歯科医（研究代表者と分担
者）がテキストデータを監査，吟味し，処置
内容毎に知識として役立つと思われるデー
タを抽出した。また，不適切あるいは誤りが
ある場合は，適切な文章に修正した。 
 
(4)ナレッジデータベース検索システムの試
作と評価 
以上のように抽出し洗練したテキストデ
ータを使用して，研修歯科医がキーワードで
検索できるシステムを試作した。ソフトはフ
ァイルメーカー（FileMaker Inc.）を利用し，
研修歯科医の「感想」・研修歯科医が考える
今後の「課題」等の各項目で研修歯科医がキ
ーワード検索して内容を読み，そこに記載さ
れた先輩の経験から学んで，実際の治療の事
前準備学習ができるようにした。さらに，平
成 28 年度に岡山大学病院で研修を行った研
修歯科医 48 名にシステムについてのアンケ
ートをとり，本システムの評価を行った。 
 
４．研究成果 
(1)電子ポートフォリオのテキストデータの
処置内容別分類結果 
平成 18 年から 2７年度末までの 10 年間に
研修歯科医が電子ポートフォリオに入力し
たテキストデータ総数は43,146であったが，
このうち 36,631 が分類に使用された。これ
らを保存領域（修復治療，歯内治療，歯周治
療）および補綴領域（クラウン・ブリッジ補
綴，部分床義歯補綴，全部床義歯補綴）に分
け，さらに各処置項目（大項目）でさらに詳
細な内容分類（小項目）を行ったところ表１
のようなデータ数となった。 



 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
(2)テキストデータの解析結果 
 表 1で示す小項目において電子ポートフォ
リオの感想と課題についてのテキストデー
タをキーワード分析した。すなわち，データ
の文章を語句ごとに分割し，キーワードとな
る語句が出現するテキストデータ数（研修歯
科医が入力したポートフォリオ数に相当）を
調べ，上位 10 のキーワードについて提示し
たものが表２～７である。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 



 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
いずれの結果をみても，「感想」では処置
内容を詳しく明示するキーワードが含まれ
ていた。これらのキーワードの中には，歯科
臨床初心者である研修歯科医が臨床で直面
する問題を示すものが含まれていると思わ
れた。 
一方，「課題」では高頻度である上位に勉
強，練習，復習などの語句が多く出現し，臨
床で技能的な未熟さを自覚して学習意欲が
高揚しつつあることが見て取れる。 
 
(3)テキストデータ内容の詳細監査，吟味と
抽出の結果 
表８は，テキストマイニング結果を参考に，
テキストデータを監査，吟味し，処置内容毎
に知識として役立つと考えて抽出したデー
タ数で，総数 1,496 となった。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
(4)ナレッジデータ検索システムの試作 
上記(3)で抽出し洗練したテキストデータ
をナレッジデータベースとして，研修歯科医
がキーワードで検索できるシステムを試作
し，試験運用した。次ページの図は試作した
検索システムの画面である。本院で使用して
いる電子ポートフォリオシステムの中に組
み込まれており，上段にある「感想」，「課題」



等の枠に検索する語句（図では根管充填と入
力されている）を入力するとそれに関連する
先輩研修歯科医が臨床で経験，学習した事項
をテキストデータとして読むことができる。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
図 ナレッジデータ検索システム画面 
 
 
そこで，平成 28 年度研修修了直前に研修
歯科医にこのシステムについてアンケート
をとったところ，48 名中利用者は 26 人，
54.1％で，残念ながらさほど活用されていな
かったが，これはシステム構築が研修年度の
最終時期となったためである。役立った内容
としては，失敗事例，技術的な問題，成功事
例，患者への指導・対応の順であった。また，
システムは研修に役立つかの質問では，27 人
/48 人（56.3％）がポジティブな回答であっ
た。ただ，利用したことの無い者に理由を尋
ねると使い方がわからないが半数で，さらに
利便性を高める必要性が認められた。 
以上をまとめると，岡山大学病院で歯科臨
床研修教育に用いている電子ポートフォリ
オに蓄積された研修歯科医の臨床記録であ
るテキストデータをテキストマイニング法
で分析すると，診療内容の「感想」には手技
に関するキーワードが多く，今後の「課題」
では勉強，練習，復習と言った学習に関する
キーワードが多かった。これらより，歯科臨
床初心者である研修歯科医が臨床で直面す
る問題が大まかではあるが明らかになると
ともに，彼ら自身は臨床で技能的な未熟さを
自覚し学習意欲が増すと思われた。次いで，
上記の結果を参考に選別，洗練した後のテキ
ストデータを知識データとして集積し，これ
らを使って IT 応用歯学臨床学習支援システ
ムを試作したところ，本システムは研修歯科
医から比較的よい評価が得られ，現在活用し
ている電子ポートフォリオとの併用で歯学
臨床教育に有用であると思われた。今後，こ
のシステムをさらにブラッシュアップして，
活用性および有用性をより向上させていき
たい。 
 
 

５．主な発表論文等 
（研究代表者，研究分担者及び連携研究者に
は下線） 
 
〔雑誌論文〕（計 0 件） 
 
〔学会発表〕（計 1 件） 
①河野隆幸，塩津範子，武田宏明，小野早和
子，渡邊 翔，鳥井康弘：知識データベース
が歯科医師臨床研修に与える影響－歯周治
療に関する日報の分析－，第 28 回日本歯科
保存学会，2016年 10月 28日，松本市． 
 
〔その他〕 
ホームページ等 
 特になし 
 
６．研究組織 
(1)研究代表者 
鳥井 康弘（TORII, Yasuhiro） 
岡山大学・大学病院・教授 
 研究者番号：10188831 
 
(2)研究分担者 
 白井 肇 （SHIRAI, Hajime） 
岡山大学・大学病院・講師 
 研究者番号：00263591 
 
吉田 登志子（YOSHIDA, Toshiko） 
岡山大学・医療教育統合開発センター・ 
助教 
 研究者番号：10304320  
 
 鈴木 康司（SUZUKI, Koji） 
  岡山大学・大学病院・講師 
 研究者番号：30304322 
 
 河野 隆幸（Kono, Takayuki） 
  岡山大学・大学病院・助教 
 研究者番号：80284074 
 


